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とともにその技術開発が必要である．

　不必要な波長領域の赤外線を除去し雑音を少なくする

近接赤外線の分離のためフィルターの関発も必要であ

る．狭い領域の赤外フィルタは多層蒸着膜が用いられて

いるが日本でも早急にその製作技術を完成する必要があ

る．さらに高分解能が必要な場合は回析格子が必要であ

るが，小型，軽量，耐震性に重点を置いて開発すべきで

あろう．

　以上述べたように光学系との組合せを容易にできる

〃ノV603結晶を使用しての1×1mm2の正確な素子を

製作する技術は十分に実用に堪えるまでに確立できたと

百ってよい．

　おわりに論文のまとめにあたって御助言を頂いた東京

航空気象台の神子敏朗予報官，気象研の村井潔三，加納

宗靖の両博士に謝意を表します．
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